
(1)第 125号 は ぐ く む

令
和
３
年
度
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岡
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概
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岡
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恵
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令
和
４
年
５
月
１１
日
（水
一
、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
、

令
和
３
年
度
事
業
報
青
の
後
、
令
和
３
年
度
決
算
報
告
な
ど
が

審
議
さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
．

昨
年
度
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
庁
の
終
息
が
見
え
な

い
中
、
経
済
活
動
が
低
迷
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま

し
た
．
本
会
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
の
た
め
、
研
修
会
や
大
会
、

地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど
が
中
止
や
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の

一
方
で
会
議
や
研
修
会
及
び
大
会
が
‐Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
等

の
開
催
と
な
り
、
「新
し
い
活
動
方
法
」
が
定

着
し
て
き
ま
し
た
．
そ
の
結
果
、
財
政
面
で
対
外
的
な
役
員
会

や
研
修
会
等

の
旅
費

の
支
出
が
押
さ
え
ら
れ
ま
し
た
，
し
か
し

な
が
ら
、
本
会
会
員
の
す
べ
て
が
そ
の
新
し
い
活
動
方
法

の
恩

恵
を
享
受
で
き
ず
、
本
会
会
員
相
互
の
連
携
が
希
薄
化
し
て
い

る
現
状
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
〕

そ
れ
故
に
、
リ
モ
ー
ト
会
議
や
研
修
と
と
も
に
、
感
染
対
策

を
充
分
に
行

っ
た
対
面
に
よ
る
研
修
等

の
開
催
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
組
織
強
化
の
観
点
か
ら
も

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

で
の
会
議
や
研
修
会
を
開
催
し
、
安
定
し
た
会
員
相
互
の
絆
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
こ
ま
た
、
就
学
前
や
学
齢
期
の
保

護
者
を
対
象
に
し
た

「
参
加
者
主
体
型
」
の
研
修
会
、
学
習
会
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に
重
点
を
置
き
、
会
員
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
．

福
岡
県
地
域
生
活
支
援
事
業

の

一
部
中
正
を
は
じ
め
、
各
種

大
会
や
研
修
会

の
対
面
開
催
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
，
地

域
支
援
事
業
で
は
、
４
事
業
に
二
り
１１
団
体
が
実
施
を
取
り
や

め
ご
１
研
修
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
ｃ

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
事
業
白
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
年
連
続
で
、
経
常
増
減
額
は
黒
字
化
し
て
い
ま
す
．
そ

の
要
因
の

一
つ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
に
よ
る
会

議
や
研
修
会
が
定
着
し
、
費
用
も
抑
え
ら
れ
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
参
加
で
き
る
体
制
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
．

＊
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ト
会
議

＝
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
に
よ
る
会
議

令和 3年度決算報告書

経常収益 (千円) 令和 3年度 令和 2年度 差 額

会費 2,435 2632 -197

補助金 2436 2.440 -4

寄付金等 12() 415 -295

事業収益 1,945 2,359 -414

雑収益 566 68() -114

経常収益合計 7,502 8,526 -1,024

経常費用

公益事業 5.111 5,766 -655

収益事業 380 421 -41

法人会計 1806 2()42 -236

経常費用計 7,297 8,229 -932

当期経常増減額 205 220 -15

こ
の
２
４
徐
、
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
現
状
の
中
で
も
地
域
の

育
成
会
は
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
。

Ｃ
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組
織
化

福
岡
県
下
で
、
知
的
、
発
達
障
が
い
の
理
解
を
図
る
た
め
の

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
２
か
所
で
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
１
か
所
で
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
一２
頁
参
照
）

②
市
町
村

へ
の
働
き
か
け

会
員
が
、
地

死
の
自
治
体
に
対
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
要
望
書
を
は
じ
め
、
障
が
い
者
福
祉
計
画

な
ど
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
．
こ
の
地
域
育
成

会
の
積
極
的
な
動
き
は
育
成
会
の
本
来
の
姿
で
あ
り
、
活
性

化
を
図
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
．

０
新
た
な
育
成
会
の
相
互
扶
助
事
業
開
始

育
成
会
会
員
向
け
の
保
険
が
充
実
さ
れ
ま
し
た
．
従
来
か
ら

福
岡
県
育
成
会
会
員
向
け
の

「福
岡
県
障
が
い
者
総
合
保
障

制
度
」
が
あ
り
ま
し
た
．
そ
れ
に
加
え
て
左
記
の
よ
う
な
新

し
い
保
険
事
業
が
出
来
ま
し
た

・

【全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
】

０
お
た
す
け
ブ
ラ
ン
シ
リ
ー
ズ

・
暮
Ｌ
し
の
お
た
す
け
ブ
ラ
ン

・
が
ん
の
お
た
す
け
ブ
ラ
ン

・
お
た
す
け
ブ
ラ
ン

・
日
頃
の
備
え

【ぜ
ん
ち
共
済
】

・
手
を

つ
な
ぐ
が
ん
保
険

※
保
険
の
問
い
合
わ
せ
は
福
岡
県
育
成
会
迄

連
絡
先
は
４
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和 4年 7月 15日

福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
報

鯰

●
一
，
■
０
光
明
Ｉ
Ｌ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
会
議

１

地
域
育
成
会
の
活
性
化
と
そ
の
動

向
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出
前
講
座
　
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
結
成
！

　̈
○
我
が
子
を
語
る

福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
平
成
２８
年
度
よ
り
、

出
前
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

【知
的

・

発
達
障
が
い
の
理
解
】
を
目
的
と
し
た
疑
似
体
験
活
動
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
２
年
度
は
中
止
、
３
年
度
は
１
回

の
実
施
で
し
た
が
、
年
間
３
～
５
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
６
月
末
ま
で
に
既
に
４
回
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
筑
後
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
コ
ラ
ボ
し

「ち

っ
き
ゃ
ら
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
立
ち
上
げ
、
疑
似
体
験
活
動
を
進
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

「ち

つ
き
ゃ
ら
」
と
は
、
筑
後
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら

つ
い
た
愛
称
で
す
。
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
保
田
会

長
他
４
名
の
会
員
と
筑
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の
卜
部

さ
ん
の
６
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
準
備
や
育
成
会
内
で
練
習
を
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
４
月
４
日
（月
）
に
筑
後
市
職

員
新
任
研
修
会
で
実
践
デ
ビ

ュ
ー
、
そ
の
後
、
筑
後
市
民
生

委
員
会
や
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
研
修
会
で
疑
似
体
験
活

動
を
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
少
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

「ち

つ
き
ゃ
ら
」
の
話
を
し
ま

す
。
あ
る
機
関
か
ら
、
疑
似
体
験
の
申
し
込
み
を
受
け
、
打

ち
合
わ
せ
に
行

っ
た
と
き
の
話

で
す
。
担
当
者
の
方
か
ら

「知

的
障
が
い
っ
て
何
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
命
題
は
全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
合
会
の
機
関
紙

「手

を
つ
な
ぐ
」
の
５
月
号
に
特
集

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

を
参
照
し
て
頂
い
て
、
要
は

【
一
人
ひ
と
り
に
違
い
が
あ
り
、

特
性
が
あ
る
】
と
言
え
ま
す
．

「ち
つ
き
ゃ
ら
」
の
特
徴
は
、
疑
似
体
験
の
要
所
で

【我

が
子
を
語
る
】
エ
ピ
ソ
ー
ド
ト
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。
親
が
障

が
い
の
あ
る
子
の
成
長
過
程
で
教
師
や
福
祉
関
係
者
に

【我

が
子
を
語
る
こ
と
】
が
あ

っ
て

も
、　
一
般

の
人
に
対
し
て
語
る

こ
と
は
皆
無
と

言
え
ま
す
．
ま

た
、
そ
れ
は
勇
気

の
い
る
こ
と

で
す
‐
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
ト

ー
ク
は
真
実
味
が
あ
り
、
参
加

者
の
心
に
響
き
ま
す
．

同
時
に
規
自
身
も
強
く
な

っ

て
い
き
ま
す
〓

く
の
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

骰

褻

躊

　

　

鰈
緻

鰊

魏

鞣

今
、
福
岡
県
下
で
は
、
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
組
織
機
運

が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

「ち

つ
き
ゃ
ら
」
の
活
動
に
続
き
、
筑
豊
地
区
に
社
会
福

祉
法
人
翼
会
の
職
員
有
志
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
野
城
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

（赤
井
田
八
千
代

会
長
）
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
組
織
化
の
動
き
が
始
ま

っ
て

い
ま
す
。

障
が

い
理
解
は
、
知
的
障
が
い
者
が

一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
ち

つ
き

ゃ
ら
」
の
卜
部
さ
ん
は
、
佐
賀
県
で
起
こ

っ
た

弊
一］察
官

の
職
務
質
問
で
亡
く
な

っ
た
自
閉
症

の
方

の
話
を
聞

い
て

「も
し
、
こ
の
人
は
自
閉
症
で
は
？
」
と
警
察
官
が
疑

間
を
抱

い
て
い
た
ら
、
彼
は
命
を
失
う
こ
と
は
な
か

っ
た
の

で
は
と
参
加
者
に
呼
び
か
け
、
障
が

い
理
解

の
必
要
性
を
説

か
れ
て
い
ま
し
た
。

彼
は
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に

一
麦
と
な

っ
て
、
多
く
の
実
り

を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

令
和
４
年
６
月
、

「手
を

つ
な
ぐ
応
援
隊
」
に
よ
り
福
岡

県
警
察
学
校
で
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
て
秋
に
は
第
２

回
日
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
〓

ま
た
、
志
免
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
要
請
で
夏
休
み

に
中
学
生
に
向
け
て
実
施
し
ま
す
っ

一
粒
の
芽
ば
え
を
願
い
、

啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
今
年
度
も
活
動
し
ま
す
．

ちつきゃらのメンバーの方々

○
心
を

つ
な
ぐ
疑
似
体
験

○
筑
後
市
4‐
¬
「
ヤ

フ

バ

ン

隊

ち
つ

き
や

ら

_■|■・|■|.■■・ ‐■
.■ .‐■■‐||■ |‐■‐

鍼

覺 :二二二二

笏
礫
鑽
一蝙
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一一繹
睾
一

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

「ち

つ
き
や
ら
」
が
、
地
域
福
祉
の
要
で

も
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
コ
ラ
ボ
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
に

も
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
協
職
員
の
卜
部
さ
ん
に
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
活
動
を
通
じ
、
多

疑似体験の様子

疑似体験の様子

の
一牙
ば
え
か
ら
始
ま
る
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令和4年度【出前講座】障害基礎年金学習会の開催

つ
″́
　

つ
０

　

／４

福岡県手をつなぐ育成会では、平成28年度から出前講座「心をつなぐ疑似体験」を開設 してきまし
た。そして、新たに令和 4年 8月 から出前講座「障害基礎年金学習会」を開設することにしました.

【障害者基礎年金学習会要綱】
成人年齢が18歳、20歳以 Lと 二重構造になっています。選挙権は18歳以上ですが、障害基礎年全は
20歳です.そ の申請は20歳 までに行う必要があります.こ の度、全国手をつなく育成会連合会、権利
擁護センターで障害基礎年金の中請手続きやそれに関するQ&Aを DVD等 でわかり易く説明するこ
とにしました.それを受けて、福岡県手をつなぐ育成会では、出前講座「

'F当

害基礎年金学習会を開催す
ることにしました_

1.中 込み方法 ・出前講座中込用紙に必要事項をご記入の上、mailや FAXにて
福岡県手をつなく育成会事務局までご送信ください。
※中込用紙はHPから取得するか又は直接事務局までお電話ください。

参加対象者 ・・・・

参加費用・人数 ・・

その他

コロナ感染の影響で延期されていた第 1回福岡県障がい者スポーツ大会が、 4月 30日 (土 )久留米
市のアリーナで総合開会式が行われました。それ以前は知的障がい

`精
神障がいも含む)と 身体障が

いの二つの大会が開催されていましたが、本年度初めて統一開催され
ることになりました。
コロナ禍もあって、来賓あいさつも少なく開会式は簡素化されまし
たが、アスリートファーストが活かされた開会式でした.

個人的な感想は、 |1丁町村や支援学校、施設単位の参加申込となり、
「育成会」としては団体名が消え寂しさを感じました.

学校の部活動が地域移行を進める中、「地域スポーツ団体」の有在感
は 増 して き ま す .                                     第 1回福岡県障がい者スポーツ大会 開会式

将来、パラスポーツが地域の中で定着し、地域のスポーツクラブで、障がいの有無に関わらずアス
リー トたちが、共に練習に励む姿が見られるかもしれません.学校や施設という枠にとらわれない地
域の「(障がい者)ス ポーツクラブ」のあり方に課題をもちながらも、第 1回福岡県障がい者スポーツ
大会が開幕し、5月 14日 に全競技を終えることができました。

特別支援学校、特別支援学級保護者、教育関係者など

無料 何名でも可

会場・パソコン・プロジェクター・スクリーン等は

準備してください。

令和 3年度の本‖談活動の実績は相談件数は、延ベ

94件でした.件数としては前年度を下同りましたが、
相談内容としては

1.新型コロナに関係するもの 53件
28050問題に関するもの 37件
3,E待に関するもの 2件
4進路に関するもの 1件
5.療育手帳の申請に関するもの 1件
相談内容の虐待、進路、手帳の申請については、関

係機関と連携を図りました。

:藝耗 轟
特にむずかしかった相談は、親なき後の【安心して生

活できる場】の相談でした。

【入所施設】を希望してるが、施設の空きがないと

いう。地域移行の施策で「施設からGHへ、GHか らひ
とり暮らしへ」は理解できるが (地域格差や職員のス

キルなど問題があり)行動障害のある子の行き場がな

い。施設は軽度の子しか受け入れないとの嘆きの声

が寄せられました。

(事務局)

第 1回福岡県障がい者スポーツ大会開催
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令和 4年 7月 15日 は ぐ く む 弟 125号  (4)

全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは

本会事務局にお中し込みください。

。年間購読料 1回 3,900円 (送料別)

※送■|は回数によって異なり、
1回 (1冊 )の場合は年間240円 です。

【購読料のうち一口当たり50円 を災害発生時の

見舞全や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ5/6月号表紙

【次号予告】(仮題)
★ 7月号特集
「いろんなことを知って、体験する」

★今月の問題
「障害者総合支援法見直しの議論の現在と課題」

―アンコンシャス・バイアス(Unconscius・ bias)一
「無意味の偏見・思い込み」を意味する言葉です.

2010年代にアメリカで「人権」「性別」の構成に隔たりがあることの解

消に向けて取り組まれた運動です_

我国でも人権教育・啓発などの重点目標に取り llげ られるようにな

りました.ド記の様々なパターンがあるようです。

1.危ない状況にも「自分に問題がない」と思いこむ。

2.自分の想像・信念の正しさの情報ばかり集める。

3 少数派に対し「好意的」だが「勝手な」思い込みをする。
4 今まで通りのやり方が絶対良いと主張する。
5「男は○○」「外国人はみんな○○」と特1・(で決めつける。

6.好意・親近感を覚える相手の全てを好意的に捉えてしまう。
も
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言己き

会員 e賛助会員募集中 :

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な

運動を活発に展開するには、螢助会員の方々の支えが

必要です.

是非、ご協力をお願いしますじ

◆会費(個人会員)1回  2,000円/年
◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】

公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
冒三言舌:092-584-4374 F,へ X:092-584-4378

E_1■■ail i info(“ ‐■く―ikusei org

HP : httpsi′′■11(-lkしlsei.org/
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いく せい かい   こと 1ぎ     じ てん

育成 会 の言 葉 の辞 典


